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になったのは 1850年代以降である［Velthoen 1997: 
374–382］。従ってウォリオ人の語るトベロ人来襲
は 1794–1830年頃である可能性が高く，そうする
とウォリオ城塞の少なくとも一部がこの時期に建
設されたことも考えられる。実際この時期にはブ
トン島各地で海賊からの防衛のために砦が建設さ
れている［Schoorl 1994: 41–42］。トベロ人に関す
る問題は，さらに資料を渉猟し分析する必要があ
ろう。
本書の最大の魅力は，複数存在する歴史語りを
複数の時空間コンテクストの上に位置づけ，その
関係性を考察するという方法にある。著者と同様
に人類学的フィールドワークと歴史学的文献調査
を組み合わせたスホールも，口承資料にはウォリ
オ側の物のみを利用しており，ワブラの語りに
よってそれを相対化した著者の功績は大きい。こ
れにより本書は，歴史とは本来的に，異なる文脈
における複数の話し手と聞き手を持つ，複数の語
りであることを読者に再認識させる。現在の歴史
学において歴史語りの複数性は十分認識されてお
り，従来のマスター・ナラティブ（国家を頂点と
する権力行使者による語り）で捉えられなかった
周縁の人々の歴史を扱うことは，もはや異端では
ない。しかし歴史研究では周縁に位置した人々に
関する資料の発掘は著しい困難を伴い，しかもそ
の語り手の社会生活や歴史語りがいかに行われた
かの考察はさらに困難である。しかし本書は，異
なる歴史の記憶が，異なる文脈に生きる人々の経
験と関係性の中で生成され再生産されていること
を鮮やかに示した。さらに著者は，マスター・ナ
ラティブとの関係（時に対話的というより一方的
